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はじめに──問題の所在

　第二次世界大戦が終結して７０年目の２０１５（平成２７）年は，被爆建物の象

徴的存在である原爆ドームにとっても大きな節目の年であった。戦後廃墟

と化し原爆ドームと呼ばれるようになった建物は，その起源を１９１５（大正

４）年４月５日に竣工した広島県物産陳列館に遡ることができ，すなわち

２０１５年はこの建物の竣工から１００周年だったからである。

　ところで，原爆ドームの設計者が，チェコ人の建築家であることは，日

本でもかなり知られるようになった事実であろう１）。広島県物産陳列館の

623（　 ）257

原爆ドームの来歴とヤン・レツル
──日＝チェコ文化交流史の視点から──

矢 田 部　　順　　二

１）　本稿における「チェコ」は１９１８年１０月２８日までオーストリア＝ハンガリー二重
王国の一部であり，独立から１９９２年１２月３１日まで「チェコスロヴァキア」として
チェコ人とスロヴァキア人の共同国家であったが，１９９３年以降，分離独立して
チェコ共和国となった国家を指す。
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設計者はチェコ出身のヤン・レツル（Jan Letzel，１８８０–１９２５）という当時

３０代半ばの若い建築家であった。

　当然のことながら，レツルは自分の建築作品がのちに負の世界遺産にな

ることを予期していたわけではない。しかし，竣工から３０年目にして戦争

の惨禍で廃墟となり，記念碑として遺ることになったことで，皮肉にもレ

ツルの名前は歴史に刻まれることになった。ただし，原爆ドーム設計者レ

ツルの名前は，一度は忘れ去られた時期があった。レツルが日本から母国

チェコへ帰国し，そして戦時色が強まった時期，さらには焼け跡から復興

がめざされた時期，人々は原爆ドームの設計者にまで関心を払ってこな

かった。チェコにおいてもこれは同様で，若くして亡くなった建築家の海

外での業績について戦間期に関心が払われることはなく，第二次世界大戦

後も，体制の異なる日本の原爆遺構がチェコ人建築家の作であることなど，

関心の外のできごとだった。

　本稿は原爆ドームの来歴とレツルについて，あらためて概観しながらレ

ツルの名前が再認識されてきた過程をまとめることを目的とする。以下で

も触れるように，このテーマについてはすでに建築史などの立場から多く

の言及がある。戦後，廃墟の構造物としてその姿を晒すことになった建物

は，どのような経緯で何のために建てられたのか。その建物は広島に何を

もたらしたか。そもそも東欧のチェコからなぜレツルは日本へ，そして広

島へ来たのか。国際平和文化都市として戦後の歩みを続ける広島において

原爆ドームは何を見つめて来たのか。多くの論考がこうした関心に注意を

払ってきた。

　本稿に何らかの意味があるとすれば，それはこのテーマに関する研究史

を鳥瞰し，日＝チェコ交流史の一端を紹介して，近年の動向にも触れるこ

とであろう。東欧のチェコと広島を繋ぐ一つの建物の数奇な運命を通して，

日本やチェコの社会においてこの建物とレツルはいかに表象されてきたの

かを素描していきたい。
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１．　広島県物産陳列館の建設とその設計者

（１）　戦前の廣島と物産陳列館計画２）

　２０世紀になったころの日本は，日清戦争（１８９４－９５年），日露戦争

（１９０４－０５年）を戦い，大陸進出を国家目標としていた。この時期，広島は

軍都廣島として発展を続けた。広島城には広島大本営がおかれ，現在の広

島県庁や広島県立体育館，そごうデパートなど基町の一帯には，日本軍の

練兵場があった。宇品港は重要な軍港となり，ここを出発して中国大陸に

渡った師団や連隊も多かった。第二次世界大戦においても，廣島は南方へ

向け兵隊を送るひとつの大きな拠点であった。

　廣島の発展ぶりは人口の増加からもうかがえる。江戸時代末期の１８２０年

ごろの広島城下の人口は７万人前後と推計されるが，市制町村制の導入に

ともなって１８８９（明治２２）年に市制が施行された戦前の広島市の人口は，

８３，３８７人であり，京阪神以外の西日本で最大だった３）。１９２０（大正９）年に

は３０５，７７３人，１９３０（昭和５）年には３８２，６９７人となり，１９４０（昭和１５）年

には，４６３，６７０人を数えた４）。これは市制施行時の１８８９（明治２２）年を１と

すると，約３０年間で３．６７倍，５０年間で５．５６倍の増加である。１９８０（昭和５５）

年から２０１０（平成２２）年まで３０年間の増加率が１８％増であることと比べれ

ば，その発展がいかに急速なものであったか想像がつく。

　このように廣島が中国地方でも政治・経済・文化・軍事の中心都市に成

長すると，都市への人口集中もあり，雇用創出の必要性からも産業の振興

が行政の重要な課題となった。そこで広島県内の産業振興をねらって，物

産陳列施設の建設を求める声があがり，県議会でも１９０３（明治３６）年に県
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 ２）　本稿では，第二次世界大戦以前の軍都としての広島を指す場合に旧字の廣島を
使う。
 ３）　広島市ホームページ：広島の歴史〈URL：http://www.city.hiroshima.lg.jp/ 
www/contents/1111373388687/index.html〉
 ４）　広島県ホームページ；統計情報〈URL：https://www.pref.hiroshima.lg.jp/ 
site/toukei/kokuseityosa.html〉
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予算による物産陳列施設建設の意見書が議決された５）。

　その後１９１１（明治４４）年，宗像政（むなかたただす）知事時代に建設地

の埋立造成工事が始まった。後任の中村純九郎知事は建物の総工費を１９万

円とする予算を決定した。この額は当時としては破格であり，広島市以外

の県議会議員から異論も唱えられたが，山間地域の農業振興策などを見返

りに広島県物産陳列館構想は進められた６）。

　１９１３（大正２）年春に宮城県知事から広島県知事に転入してきたのが寺

田祐之であった。寺田知事は前任者たちが準備した広島県物産陳列館の建

設をさらに強力に推進した。この寺田知事が物産陳列館の設計者に指名し

たのが，旧知のヤン・レツルだった。

　寺田が宮城県知事を務めていたころ，宮城県では当時増加しつつあった

外国人観光客を日本三景のひとつの松島に誘致しようと，ホテル施設の建

設計画がもちあがった。寺田は，北村重昌精養軒主の勧めもあって当時東

京を中心にホテルやレストラン建築に業績のあったレツルに設計を依頼し

た７）。１９１３（大正２）年に「県営松島パークホテル」は竣工したが８），寺田

知事は外観が擬和風で内装が洋風というこのホテルを気に入っていたとい

われる。その縁で広島県物産陳列館の設計はレツルに託されたのである。

　着工から４年の歳月を経て１９１５（大正４）年４月広島県物産陳列館は完

成した。煉瓦造り，外装モルタルおよび石材仕上げで，地上３階一部５階

建て，地下１階，建築面積は約千平方メートルで高さは２５メートルほど

あった。物産陳列館の北側には日本軍の練兵場が拡がり，建物の周囲は木

造の家屋がほとんどであったから，屋上にドームを抱いた洋風の建築物は，

市内でもひときわ目立つ建物であった。
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５）　朝日新聞広島支局（１９９８）p. ６６。
 ６）　佐藤重夫（１９６８．１０）pp. ８１９–８２０。佐藤・椋代（１９６９．３）pp. １４–１５。
 ７）　精養軒は明治期の日本に本格的な西洋料理を紹介した草分け的存在であり，レ
ストラン事業のほか，当時ホテル事業にも携わっていた。
 ８）　松島パークホテルは，１９６９（昭和４４）年３月２日に火災により焼失した。



（２）　レツルと日本

　ヤン・レツルは１８８０（明治１３）年９月４日，当時はまだオーストリア＝

ハンガリー二重王国の版図であった現在のチェコとポーランドの国境近く

にある一地方都市，ナーホトに生まれた。ホテル経営者のヤン・レツルと

母ヴァルブルガの間にできた７人兄弟の６番目で三男だった９）。

　レツルが生まれたナーホト市は近年の人口が２万人あまりとボヘミア地

方の小都市であるが，ポーランドへの交通の要衝として１３世紀には町が形

成された歴史をもつ。レツルの家系は市の中心に位置する広場に面したホ

テルを代々経営していた。

　レツルは，世紀転換期に高校・大学で建築を学んだ。ナーホトに近いパ

ルドゥビツェの工業高校を卒業後，１９０１（明治３４）年から４年間，レツル

はプラハ芸術工科学校（現プラハ工芸大学）において，チェコ近代建築の

父と称されるヤン・コチェラ（Jan Kotěra，１８７１–１９２３）に師事した。レツ

ルが建築を学んだコチェラはウィーン分離派（セセッション）の中心人物

のひとりだった建築家オットー・ヴァーグナー（Otto Wagner，１８４１– 

１９１８）の弟子であり，コチェラもセセッション様式の建築をプラハに残し

ている。

　この時代，中欧では分離主義（セセッション）が文化活動において注目

されていた。セセッションとは世紀末の１８９７（明治３０）年にウィーンでグ

スタフ・クリムトらの芸術家グループが打ち出した新しい造形表現のこと

で，分離派というのは過去の様式からの離別を意味している。芸術や建築

活動に機能性や合理性を追求し，優美で官能的な表現で知られた。

　またこのころ，１８８９年（明治２２年）と１９００年（明治３３年）のパリ万国博

覧会では日本文化ブームが起きるなど，ヨーロッパでは日本趣味（ジャポ

ニズム）が流行していたが１０），セセッションはその表現の中に東洋の文様

矢田部：原爆ドームの来歴とヤン・レツル

627（　 ）261

 ９）　レツルは父親と同名だったことになる（朝日新聞広島支局（１９９８）p. ６２）。
１０）　ジャポニズムは日本の開国以降，浮世絵や美術工芸などが広く西欧にも知られ
るようになり，それがヨーロッパの芸術家に大きく影響を与えたことをいう。
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をも大胆に取り入れた。

　このような時代と教育の影響をレツルは自らの建築スタイルに取り込ん

でいったと思われる。プラハ芸術工科学校の卒業後，イタリアへの遊学を

経てレツルは１９０５（明治３８）年からプラハのクィド・ビェルスキー（Quido　

Bělský）建築事務所に就職した。このころレツルはプラハのヨーロッパ・

ホテル（Grand Hotel Evropa）の内装や，プラハの北東３０キロにあるムシェ

ネー温泉の会館施設の設計を手がけている１１）。この温泉施設の銘板にはレ

ツルの名とともに梅に鶯の図柄と古代エジプトの日輪が残されており，レ

ツルがセセッションともにジャポニズムの影響を受け東方への憧憬を抱い

ていたことが窺われる。

　レツルは１９０５（明治３８）年の秋以降，エジプトの宮廷建築家ファブリシ

オ・パシャ（Fabricio Pascha）建築事務所に転職し，そのカイロにおいて日

本とつながりのあるゲオルグ・デ・ラランデ（Georg de Lalande，

１８７２–１９１４）と知り合ったといわれる１２）。そしてデ・ラランデの建築事務所

に加わるため，レツルは明治期末期の１９０７（明治４０）年に来日した。レツ

ルはその後この事務所で出会ったチェコ人のカレル・ヤン・ホラ（Karel 

Jan Hora，１８８１–１９７４）とともに１９０９（明治４２）年に独立して「レツル・ア

ンド・ホラ合資会社」を興し，数々の建築作品を手がけていった。このこ

ろのレツルの建築作品については，菊楽忍の論考に詳しい。表１は菊楽の

まとめた日本におけるレツルの建築作品一覧中，レツルの関わりが確認さ

れた主要な建築作品をまとめたものである１３）。

　ちなみに，共同経営者のホラは竹本福という日本女性と結婚した。ホラ

はレツルとの合資会社を１９１３（大正２）年に解散して，上海へ渡り，その

後福とともに帰国した。
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１１）　この会館は現在では，「カフェ・レストラン・レツル」として営業されている。
１２）　デ・ラランデは，神戸の風見鶏の館として知られる旧トーマス邸などを残した。
１３）　菊楽　忍（２０１２）pp. １９–２５。



　このときレツルは日本に残り，１９１３（大正２）年竣工の松島パークホテ

ルの設計をおこなった１４）。ホラとの合資会社を解散してレツル建築事務所

を立ち上げたころ，レツルは寺田知事から広島県物産陳列館の設計を依頼

されたのであった。

　１９１５（大正４）年の広島県物産陳列館竣工後，レツルは１９１７年（大正６）

に宮島ホテルも設計したが，第一次世界大戦下，オーストリア＝ハンガリー

二重王国は日本の敵国となり，レツルへの仕事の依頼も激減したという。

第一次世界大戦が終結したのちは，１９１９（大正８）年８月に前年独立した

チェコスロヴァキア共和国の在日公使館の臨時商務官となり，建築作品を

残すことはなかった。

　１９２０（大正９）年３月には一時帰国し，商社の日本駐在員として１９２２

（大正１０）年１１月に再来日したが，１９２３（大正１２）年の関東大震災に遭遇し，

自分が関わった多くの作品が損傷・焼失するさまを目の当たりにして，同

年１１月，失意のうちに帰国した。プラハにあった日本の商社鈴木商店に務

めたものの，体調を崩し，１９２５（大正１４）年に４５歳で死去した。関東大震

災やその他の災害などで失われたことで，日本にあるレツルの建物で現存

するのは原爆ドームと聖心女子学院正門のみである。

　建築家としてのレツルは，和風建築の装飾を洋風建築の中に取り入れ，

融合させることを得意としたが，耐震強度などの面では日本の地震や台風

には耐えられない建物が多かった。煉瓦積みの原爆ドームが残ったのも，

ほぼ爆心地点ということで，横風に晒されなかったためといわれる。しか

し物産陳列館が残骸として残ったことから，彼の名前は後世に残ることと

なった。現在，レツルの故郷のナーホトには，２００３（平成１５）年に校名変

更がおこなわれた結果，彼の名を冠した工業高等専門学校が存在している１５）。
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１４）　松島パークホテルは１９６９（昭和４４）年まで現存したが，火災で焼失した。
１５）　Vyšší odborné školy stavební a Střední průmyslové školy stavební arch. Jana 
Letzela「建築家ヤン・レツル建設高等専門学校・建設中等工業学校」〈http://www. 
voss-na.cz〉
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表１　レツルが日本で設計した主要な建築物

竣工工事設計計画場所名　称

１９０７１９０７横浜ドイツハウス１

１９０８京都京都 YMCA会館２

東京デ・ラランデ邸３

１９０８東京寺内子爵邸４

１９０８東京早川邸５

１９０９．１２１９０９１９０８東京聖心女子学院本館６

１９１０春１９０９．１０１９０９東京雙葉高等女学校校舎７

１９１１．６１９０９１９０９１９０９東京大日本私立衛生会８

１９１０．５？１９０９１９０９東京長與男爵邸９

１９１１秋？１９０９．１２？東京雙葉会・小学校・寄宿舎１０

１９１０春東京暁星中学校校舎１１

１９１７？１９１０東京ブライアン邸１２

１９１４秋１９１３．９１９１０東京上智大学校舎１３

１９１１．５１９１０東京関口台教会のルルドの洞窟１４

１９１１．３１９１１．３東京雙葉・聖堂１５

チェコ・ 
ブルノ墓石１６

１９１１？１９０９？東京築地精養軒ホテル改装部分１７

１９１３．８１９１２．４１９１２１９１１．９宮城宮城県営松島パークホテル１８

１９１５．４１９１４．１１９１３１９１３広島広島県物産陳列館１９

１９１７．７１９１６．４１９１３広島宮島ホテル２０

１９１７？東京上野精養軒ホテル２１

１９１５．１１東京東京ステーションホテル２２

菊楽　忍（２０１２）「ヤン・レツル再考──書簡集から建築活動をたどる」『広島市
公文書館紀要』２５：p. ２５により筆者作成



２．　産業振興への寄与と被爆後の残骸という対称

（１）　物産陳列館としての活躍

　原爆被害の残骸としての姿の方が生きた建物の歴史をはるかに上回る原

爆ドームであるが，戦前の広島県物産陳列館は，広島市の象徴的建物とし

て３０年間，広島の経済発展の成果や文化活動の中心的役割を果たしてきた。

１９２１（大正１０）年，物産陳列館は，「広島県商品陳列所」と改称され，さら

に１９３３（昭和８）年には，「広島県産業奨励館」と改称されたが，少なくと

も１９３０年代前半までは比較的自由な雰囲気のもと展示会が行われていたら

しい。

　菊楽の記事にもあるように，この建物の本来の目的は広島県で生産され

た物産の陳列にあったが，同時に美術展の開催場所になるなど，中四国地

域における文化活動の中心地となった１６）。また菊楽がまとめた「広島県物

産陳列館年表」によると，展覧会，品評会，展示即売会と名のつく催しだ

けでも３０年間に１８０回ほどを数えることができる１７）。

　１９６０年代に原爆ドームの保存運動が本格化し，レツルの助手を務めた市

石英三郎氏や詩人の藤田文子氏が１９６０年代末にレツルの名前を出すまで，

この建物の設計者は，第一次大戦時に捕虜となったドイツ人技師であると

の説が一般には流布していたという。これは１９１９（大正８）年３月に似島

独逸俘虜製作品展覧会が開催され，大好評を得たこととも関係しているの

かもしれない。いずれにしても会館業務が活況を呈するのとは裏腹に，設

計者の名前は人々の記憶から薄れていった。

　展示会は美術展などのほかに食文化の紹介をも含み，その中にはカー

ル・ユーハイム（Karl J. W. Juchheim，１８８６–１９４５）が日本において初め

バームクーヘンを紹介した，というものあった。この成功を得て，ユーハ

イムは横浜に店を開き，関東大震災ののち，神戸に移り住んで１９４５（昭和

矢田部：原爆ドームの来歴とヤン・レツル
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１６）　菊楽　忍（２０１０．９．１）。
１７）　広島県立美術館（２０１０）pp. ９–１２。
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２０）年，日本の敗戦１日前に亡くなるまで，日本で菓子を作り続けた１８）。

　しかし１９３７（昭和１２）年に日中戦争が始まり，しだいに日本が軍国主義

の姿勢を強めるにつれ，この建物の役割も国家統制色の強いものになって

いった。１９４１（昭和１６）年暮れに太平洋戦争が始まったあとも１９４３（昭和

１８）年まで展示会行事はおこなわれたが，「軍艦献納画展覧会」や「聖戦美

術傑作展」といった国民の士気を鼓舞する催しであった１９）。

　そして戦況が苦しくなった１９４４（昭和１９）年３月末以降，産業奨励館は

業務を停止し，公官庁や統制会社が入居する建物となり，この建物が本来

めざした役割は失われた。こうして，この建物は１９４５（昭和２０）年８月６

日を迎えたのである。

（２）　平和記念碑としての戦後

　原子爆弾によって一瞬にして廃墟になった旧産業奨励館は，１９５０年代の

初めごろから原爆ドームと呼ばれるようになった。被爆後の広島では，戦

後の一時期，原爆ドームの早期撤去を望む声が根強かったといわれる。惨

たらしい惨禍を思い出したくない，忘れたい，という心情に基づくものだっ

た。被爆者にとっても組織的な行政の支援が整備されなかった戦後１０年あ

まりの歳月は，空白の１０年と言われ，後遺症とともに差別にも苦しむ日々

だった。この時期，原爆ドームは撤去されることもなく放置され，廃墟と

して風化するに任されていた。

　被爆後の広島市は一面，焼け野原が拡がったが，復興計画が立ち上げら

れる中で，被爆直後から原爆ドームが面する元安川対岸の中島町一帯は，

公園化されることとなった。爆心地はグラウンド・ゼロと呼ばれ，占領軍

の興味を引いたという。占領軍から復興計画に加わった広島市復興顧問の

ジョン・Ｄ・モンゴメリー（John David Montgomery）や英連邦軍所属の

オーストラリア人少佐Ｓ・Ａ・ジャーヴィー（Stanley Archibald Jarvie）も，
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１８）　佐藤林平（１９９２）pp. ７８–８６。
１９）　広島県立美術館（２０１０）p. １２。



爆心地一帯の保存を提唱し，原爆ドームについても保存する意見を具申し

た。広島平和記念公園が設置された経緯は，本稿のテーマではないが，

１９４９（昭和２４）年８月６日に施行された「広島平和記念都市建設法」に基

づいて，平和公園の設置が決まったとき，公募によってこの公園の設計を

担当することになった丹下健三は，慰霊碑から原爆ドームの遠景を直線で

結び，平和公園の構図に原爆ドームを取り込んだのであった２０）。

　戦後の広島市長として，広島の復興に深く関わった一人に濱井信三がい

る。濱井は，１９４７（昭和２２）年４月から１９５２（昭和３０）年４月までと，

１９５９（昭和３４）年５月から１９６６（昭和４２）年５月までの計１６年間，広島市

長の職にあった。この濱井も市長一期目には，原爆ドームの保存について

は決定を先送りし，予算をかけてまで原爆ドームを保存する必要があるの

かと懐疑的であった２１）。保存問題を先送りする姿勢は第一期濱井市政のあ

とを継いだ渡辺忠雄市長にも見られたが，このころ渡辺在任中の１９５３（昭

和２８）年１１月，原爆ドームは広島県から広島市へ譲与された。

　風雪に晒されたまま朽ちる一方であった原爆ドームについて，保存が積

極的に議論されることになった契機は，１９６０（昭和３５）年春に１６歳で急性

白血病のため亡くなった楮山ヒロ子（かじやま）が遺した日記であるとい

われている。楮山は「記念碑に書かれた文字だけとあのいたいたしい産業

奨励館だけがいつまでもおそるべき原爆を世にうったえてくれるだろうか」

と日記に書いた。この一節が楮山の死後，同級生たちを動かし原爆ドーム

を保存するための募金活動が組織され，その支持はやがて全国的な原爆ドー

ムの保存運動へと拡大した。

　ここまでの行政の対応は，けして迅速ではなかったが，こうした世論の

動きを踏まえ，二期目の市長職にあった濱井は原爆ドームの永久保存に方

針転換した。一般からも保存支持募金を募り，佐藤重夫広島大教授の強度
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２０）　このあたりの経緯は以下の文献が詳しい。頴原澄子（２０１６）pp. ６０–１０４。また，
中川利國（２０１５）。

２１）　頴原澄子（２０１６）pp. １２７–１０４。
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調査の結果も出て，１９６６（昭和４１）年７月１１日，広島市議会は全会一致で

永久保存方針を決定した。その結果，１９６７（昭和４２）年には第一次補修工

事がおこなわれた。

　このころようやく，ドームの設計者はヤン・レツルというチェコ人建築

家であるという事実が公になった。次章で触れるように，原爆ドーム保存

工事に携わった佐藤重夫広島大学名誉教授やドームの保存運動に関わった

詩人の藤田文子らによって，設計者レツルの名前は復活することとなった。

　補修工事は１９８９（平成元）年にもおこなわれた。その後，日本が世界遺

産条約（１９７２年調印１９７５年発効）を１９９２（平成４）年に批准すると，文化

遺産や自然遺産とともに，現代史の負の遺産として原爆ドームを世界遺産

登録する声が上がった。当初，文化庁は世界遺産登録の対象は１００年以上の

前の文化財にするべきであると難色を示した。背景にはアメリカを刺激し

たくない日本政府の立場があった。事実，政府が推薦を決めた１９９５（平成

７）年以降，アメリカと中国は原爆ドームの世界遺産登録に反対を示した

が，１９９６（平成８）年暮れにメキシコでおこなわれた世界遺産委員会にお

いて原爆ドームの世界遺産登録が可決された。表２はこの建物の竣工から

現在までのおもな歩みをまとめた略年表である。
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表２　原爆ドームの歩み（略年表）

で　き　ご　と日　付

広島県物産陳列館竣工１９１５．４．５

広島県物産陳列館開館式１９１５．８．１５

広島県立商品陳列所に改称１９２１．１．１

広島県産業奨励館に改称１９３３．１１．１

会館業務を廃止１９４４．３．３１

被爆１９４５．８．６

広島県，広島市に原爆ドームを譲与１９５３．１１．１４

存廃論議１９５０年代後半～
１９６０年代初頭



３．　原爆ドーム設計者としてのレツルの復権

（１）　日本における言及

　このように，旧産業奨励館が廃墟になり，原爆ドームとして保存が決定

されるまでには２１年の年月を要した。この間，日本は米国による占領期を

経て，１９５１（昭和２６）年のサンフランシスコ講和条約の結果，翌１９５２（昭

和２７）４月２８日，条約の発効によって主権を回復した。さらに１９５６（昭和

３１）年１０月の日ソ共同宣言によりソ連との国交を回復し，同年１２月，日本

は国連加盟を果たした。国際関係は第二次世界大戦後，米ソ超大国の冷戦

の時代に突入したが，戦後日本の外交は冷戦期の緊張状況に大きく影響さ

れてきた。原爆ドームが示す被爆の実相は，冷戦期における恐怖の均衡の

源泉となった核兵器の問題に関わるだけに，廃墟としての戦後も冷戦の動

向と無縁ではなかった。

　国際関係に翻弄された状況は，レツルの母国チェコについても同様だっ

た。チェコは第一次世界大戦後，スロヴァキア人と共同してチェコスロ

ヴァキアとしてオーストリア＝ハンガリー二重王国から独立した。しかし

国内に抱えたドイツ系少数民族（ズデーテン・ドイツ人）問題が口実とな

り，１９３０年代末にナチス・ドイツの侵略を受けた。第二次世界大戦後の

チェコスロヴァキア共和国には戦前の流れを汲む亡命政権が帰還し，独立

を回復したが，冷戦が本格化した１９４８（昭和２３）年２月には社会主義政権
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広島市議会永久保存決定１９６６．７．１１

第一次補修工事１９６７．４．１０－８．５

第二次補修工事１９８９．１０．３１－４．６

世界遺産登録の議論，遺産化署名運動１９９３～

日本政府，原爆ドームを厳島神社とともに世界遺産に推薦１９９５．９．２８

世界遺産委員会投票，広島平和記念碑（原爆ドーム）世界遺産
登録１９９６．１２．５

＊広島県立美術館（２０１０）『「廣島から広島　ドームが見つめ続けた街」展図録』
pp. １１０–１１１により筆者作成
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が誕生し，共産化した。ソ連のスターリンが存命中，チェコにはソ連型の

社会主義システムが確立され，１９６０年代の半ばになってようやく社会主義

の改革運動が始動した。これは１９６８（昭和４３）年の「プラハの春」に結実

したが，制限主権論のもと，この改革運動はソ連を中心とするワルシャワ

機構軍の戦車によって潰えた。

　第一次大戦後のチェコスロヴァキアの独立後，日本はチェコと国交を結

び，互いに在外公館を交換している。ただ，戦前のナチス・ドイツによる

共和国解体で外交関係は消滅し，第二次世界大戦後は日本の敗戦によって

プラハにあった日本大使館は閉鎖され，両国の国交回復は，日本が国連に

加盟したのち，１９５７（昭和３２）年のことだった。

　上述のように，戦前の広島では物産陳列館の設計者が誰なのか，建物の

竣工から１０年，レツルが母国で死去したのち，その記憶は曖昧になってい

た。さらに建物が原爆ドームになってからも両国関係は１０年あまりに渡り，

冷戦下で人の行き来が遮断される状況が続き，原爆ドームの設計者の手が

かりを得るすべは絶たれていた。これに風穴が開くのは，国交が回復した

翌年の１９５８（昭和３３年）年以降，ソ連におけるフルシチョフ政権誕生後の

「雪解け」のもと，例えば政府給費奨学生制度により日＝チェコ間でも若手

研究者等の交換がおこなわれるなど，少しずつ人的交流が再開してからの

ことだった２２）。

　日本において，設計者としてのレツルの名前が刊行物に載るようになっ

たのは，原爆ドームの保存が広島市議会で正式に決定され，保存工事がお

こなわれたころからである。保存工事に携わった佐藤重夫がレツルに言及

したのは１９６８（昭和４３）年であった２３）。また同年にはレツルの事務所で助

手を務めていた市石英三郎も『建築雑誌』に投稿しレツルの仕事ぶりなど
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２２）　国交回復直後に日本からチェコに留学した学生の中には，チェコ語研究の第一
人者であった千野栄一や，のちに『原爆ドーム，ヤン・レツル三部作』を上梓した
劇作家の村井志摩子，さらにバイオリニストの黒沼百合子等がいた。

２３）　佐藤重夫（１９６８．１０）pp. ８１９–８２０。



を紹介している２４）。ただ，このころのレツルに関する情報は断片的かつ不

正確であり，これを正したのが，当時若手詩人であり，原爆ドーム保存運

動にも携わった藤田文子であった２５）。村井志摩子によれば，藤田はレツル

を知るために私財を投じて，チェコに渡り，関係者を訪ね，ナーホトの文

書館も訪れたというが，折からプラハの春改革運動が挫折したのち，藤田

は体制「正常化」のもとで調査を断念し，日本に帰国せざるを得なかっ

た２６）。またこのころはレツルの他の業績についてまで明らかになることは

なかった。

　レツルに関する言及がつぎに散見されるようになるのは，管見するかぎ

り１９８０年代に入ってからである。それは史実を元にした創作からのアプ

ローチだった。劇作家村井志摩子の戯曲が発表され，これはのちに三部作

の戯曲集にまとめられた２７）。さらにNHKのドラマ・プロデューサーであっ

た佐々木昭一郎による活動もあった。佐々木はチェコのニュースキャス

ターでありドキュメンタリー作家だったオルガ・ストルスコヴァー（Olga 

Strusková）からレツルの日本における活動を聞き，１９８０年代半ばから，

チェコテレビとの共同制作で「鐘のひびき～プラハからヒロシマへ」（１９８８

（昭和６３）年放映）やレツルを主人公にした「ヤン・レツル物語～広島ドー

ムを建てた男～」（１９９１（平成３）年放映）などの作品を仕上げた２８）。こう

したテレビドラマや報道により，レツルの存在はより一般に広く知られる

ようになった。

　１９８９（平成元）年の春から暮れにかけて，東欧の社会主義諸国は相次い

で体制転換し，これは東欧革命と呼ばれた。チェコでも１１月にビロード革
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２４）　市石英三郎（１９６８．１０）pp. １４–１５。
２５）　藤田文子（１９６９．３）p. １１，藤田文子（１９６９．８）pp. １８６–１８８。
２６）　広島市市民局平和推進室編（１９９７）p. １２。
２７）　村井は，１９８０年代から自らの戯曲作品の中で，レツルと原爆ドームについて言
及する作品を発表してきた（村井志摩子（１９９７）pp. １８７–１９０）。

２８）　このドラマののち，ストルスコヴァーは佐々木の監訳により『レツルの黙示録』
を１９９５年に日本で出版している（オルガ・ストルスコバ（１９９５））。
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命がなり，社会は民主化された。こうした変化は２つの側面からレツル研

究を促進したといえる。第１には，体制転換により一層，日＝チェコ両国

間の人的交流が容易になったこと，第２に社会主義時代には困難だった歴

史の見直しが進み，過去の国外におけるチェコ人の活動にも関心が高まっ

たことである。

　このような環境変化のもと，日本では原爆ドームの世界遺産への登録気

運が高まり，建築史の立場からこれまでより詳細なレツル研究や物産陳列

館研究がまとめられるようになった。その代表格が菊楽忍による研究であ

る。菊楽は広島平和資料館学芸課に勤務する傍ら，現地調査等をおこない，

レツルの足跡を追ってきた。参考文献表に示すように，本稿も菊楽の論考

に多くを負っている２９）。

　また建築史家藤森照信による言及や，近年では杉本俊多による論考も生

きた建築としての物産陳列館を考えるものとなっている３０）。さらに，世界

遺産登録を記念して広島市から刊行された『原爆ドーム世界遺産登録記録

誌』（１９９７）や広島県立美術館の企画展「廣島から広島　ドームが見つめ続

けた街」展において作成された図録は，この建物の歩みとレツルの役割を

考えるとき，必読の資料であろう３１）。市井の歴史研究家，吉澤玲子は１０年

以上の調査を経て，レツルの同僚であったホラの日本人妻竹本福の生涯を

追う著作を著し，その中でレツルに言及した３２）。

　そして建物竣工１００年，被爆７０年を経て，２０１６（平成２８）年には若い世代

の研究者からこの問題に関するより詳細な業績が出された。それは頴原澄

子による研究で，戦前戦後の膨大な資料に当たり，レツルや原爆ドームの

みならず，広島の復興をも視野に入れた建築史研究となっている３３）。
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２９）　とくに，以下の論考はレツル研究に関する資料的側面も大きい（雨野　忍
（１９９７），菊楽　忍（２０１２））。
３０）　藤森照信（１９９７a），同（１９９７b）。杉本俊多（２０１２．８），同（２０１３．３）。
３１）　広島市市民局平和推進室編（１９９７），広島県立美術館（２０１０）。
３２）　吉澤朎子（２００２）。
３３）　頴原澄子（２０１６）。



（２）　チェコにおける言及

　レツルの出身地，チェコでの言及は１９８９（平成元）年の体制転換から１０

年ほどの時を経て，世紀転換の前後から盛んになった。これは体制転換後

の激動が落ち着いたことと，原爆ドームのユネスコ世界遺産登録が弾みに

なっていると思われる。

　２０００（平成１２）年は，ユネスコの援助を得て，「ヤン・レツル年」とされ，

生地ナーホトなどでは１０月にシンポジウム等，記念行事がおこなわれた３４）。

このシンポジウムには上述の菊楽ら，日本側からも関係者が参加した。ま

たこの年にはナーホトの文書館資料を編纂した『ヤン・レツル書簡集』も

出版されたという３５）。

　２００５（平成１７）年にはレツルの初期作品であるムシェネーの温泉施設竣

工１００年を記念する行事が現地で開催された。また上述のオルガ・ストルス

コヴァーが監督を務めたドキュメンタリー映像の「ヤン・レツルの軌跡に」

の上映会も開催されている３６）。

　２０１１（平成２３）年にはチェコテレビが，過去に外国で活躍したチェコ人

を紹介するドキュメンタリーシリーズ「うるわしき足跡」の第１作にレツ

ルをとりあげている３７）。この番組は日本でのロケを敢行し広島でも取材が

おこなわれたが，これも自由化により人の往来が拡大したひとつの証左で

あろう。

　また２０１２（平成２４）年には，１９世紀末後半から冷戦期にかけての激動の

チェコ史において国外に亡命せざるを得なかったり，国外で活躍したにも

矢田部：原爆ドームの来歴とヤン・レツル

639（　 ）273

３４）　“Rok Jana Letzela – 2000”（URL: http://www.jmc.cz/stan/letzel/）。なおこの１０
年後の２０１０年１０月にも記念行事がおこなわれた。

３５）　チェコ，ナーホト，ゲート出版（菊楽　忍（２０１２）p. ２３）。なおこの書簡集に
ついて，筆者は披見していない。

３６）　“Ve stopách Jana Letzela”（２０１１年３月２日，URL: http://www.atelierph.cz/?p= 
jan-letzel）。

３７）　Česká televise（２０１１．４．２３）“Šumné stopy: Jan Letzel” 01（URL: http://www. 
ceskatelevize.cz/porady/10262550261-sumne-stopy/210522162350001-jan-letzel/ 
video/）。
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かかわらず忘れ去られたりしたチェコ人の伝記を紹介した書籍が刊行され，

その中で日本研究家のペトル・ホリー（Petr Holý）がレツルを紹介した３８）。

この論考でホリーはブルノで発見されたレツル作の墓石や，レツルが設計

した関口台教会のルルドの洞窟についても触れている。

　レツルの故郷ナーホトでは今もレツルに関する関心が継続しており，

２０１５（平成２７）年末に新たに刊行された『ナーホト人名大百科』には，レ

ツルの項目が記載されたほか，２０１６（平成２８）４月には「レツル回顧展」

も開催されたという３９）。

　レツルの軌跡を追う作業は，日・チェコ両国で今も継続しているのであ

る。

お　わ　り　に

　物産陳列館の竣工から１０１年，被爆から７１年，原爆ドーム保存決議から５０

年，世界遺産登録から２０年目の２０１６（平成２８）年５月２７日，アメリカ合衆

国のオバマ大統領は，先進国首脳会議・伊勢志摩サミットに参加したあと，

現職の米国大統領として初めて広島平和記念公園を訪問した。オバマは慰

霊碑に献花し，大統領所感をスピーチしたのち，同行した安倍晋三内閣総

理大臣とともに元安川河畔を歩き，原爆ドームを見学した。

　後の世において「原爆ドーム」として世界遺産に登録された物産陳列館

は，およそ１００年昔にチェコ人建築家の手によって建てられた。中欧の先進

的技術がチェコ人技師によって伝えられ，広島の産業や経済に画期を与え

た時代のあったことを，原爆ドームは今に伝えている。生きた建物として

の命より，廃墟として残存した歴史の方が長いこの建物は，戦時下の原爆
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３８） Petr Holý, 2012, “Jan Letzel: Světoběžník, jenž našel zemi, kterou tak dlouho 
hledal.” Vzkazy domů: Příběhy Čechů, kteří odešeli do zahraničí (Emigrace a Exil 
1848–1989), Praha, １０６–１１５。

３９）　“Arch. Jan Letzel (9.4.1880 – 26.12.1925)”（URL: http://www.atelierph.cz/ 
?p=jan-letzel）。刊行物の書名は，Encyklopedia osobností Náchoda。



投下という破壊がなければ，広島の地に残ることはなかったであろう。そ

の数奇な運命ゆえ，同じく数奇な運命をたどった建築家ヤン・レツルの名

前は歴史に刻まれた。

　一度は忘れ去られた設計者の名前は，この建物が平和のための記念碑と

なる過程において，蘇ることとなったのである。

（なお，本稿は２００８年度から本学で実施されてきた法学部国際政治学科による授業
「広島学」における筆者の分担回の講義ノートをもとに，新たに資料等を加え書き下
ろしたものである。）
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